


あおば病院では、スタッフや入院患者さんを対象にコロナワクチン接種を実施しています。
スタッフの３回目ブースター接種はほぼ終了し、接種率は93.2％と高い水準です。接種に当たり日程の
調整や問診、ワクチンの準備から接種と、多くのスタッフの協力のもとワクチン接種を行っています。
気になる副反応については幸いなことに重度のアナフィラキシーの報告は無く、多くは倦怠感や筋肉
痛、発熱などです。 コロナウイルス感染症はまだまだ終息が見えず、４回目のワクチン接種も現実的な
ものとなってきました。
新しい生活様式を踏まえて、この局面を乗り越えられればと思います。

〈 院内感染対策委員会 事務局：松田 智美 〉

令和４年２月１９日、第１２回 あおば病院 院内学会が開催されました。
昨年はコロナ禍と言う事で中止になりましたが、今年はオンラインでの開催となりました。初めてのオン
ライン形式ではありましたが７２名の参加があり、感染対策を十分に行いながら安全に運営する事が出
来ました。
７部署からの発表があり、多忙な業務の中で取り組みは大変な労力だったと思います。研究テーマは
どれも部署の特徴が出ており、質の高いサービス提供や専門職としての質の向上、業務改善など、より
良い効果に着目した興味深いものばかりでした。
会場と、オンラインでの参加者が上手く場を共有し、質疑応答も活発に行われて有意義な会となりま
した。
当日の会場運営、事前準備等にご協力頂き無事に終えることが出来ました。ありがとうございました。

〈 教育委員会 院内学会担当 ： 中村 靖子 〉

最優秀賞 ２階病棟 テーマ “申し送り時間の短縮化に向けた取り組み”

優秀賞 ３階病棟 テーマ “歩こう会は身体に変化を及ぼすのか？”

奨励賞 診療連携科 テーマ “診療連携科から始まるリフレクティング
・プロセスの試み



去る令和４年２月１８日「宇城認知症地域連携懇話会事例検討会及び学術講演会」が行われました。
流行する新型コロナウイルスの影響もあり、今回もZOOMによるオンラインでの開催となりました。
事例検討として、認知症対応型通所介護オリーブハウス 管理者・永石憲司さんより「若年性認知症の
利用者を受け入れて」と題し、難しい若年性認知症を手厚く、個別性の高いケアで対応なされている
様子が発表されました。

基調講演は「教科書では教えて
くれない認知症のケア」と題し、
株式会社 Re学（りがく）代表取締
役 川畑智先生より、専門性の高い
認知症に関する講義がなされまし
た。

とても内容の濃いご講演で、大変
有意義で勉強となる時間を過ごす
事が出来ました。

〈診療連携科 ： 渕上 祐規〉

令和４年３月１１日（金） １４時４６分 東日本大震災の発生日時に合わせて、当院初となる大規模災害
訓練を実施致しました。想定・規模・被害状況は熊本地震規模とし、当院で策定した事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）に沿って、 理事長のＢＣＰ発動に始まり災害対策本部設立、その他全７班に分かれて、あらかじめ想
定した初動対応にそれぞれの班が並行して任務にあたりました。
ヘルメット着用等、本番さながらの装備のお陰もあってか、初めての訓練とは思えない緊張・緊迫感の
中、一通りの訓練を終える事が出来ました。今回の訓練を通して各班より、様々な問題・課題の声が寄せ
られました。今後、優先順位をつけながら、熊本地震を体験・被害を受けた病院として、災害に強い体制
づくり、備えに、病院が一丸となり取り組んで参りたいと思っております。

〈施設管理・防災対策委員会 事務局 ： 河野〉
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「ひと」 その人らしさを大切に

「こころ」 こころのリハビリを通して

「和」 地域に和をひろげます

こころを病む方々の「ひと」としての尊厳を何よりも尊重し、患者さんやご家族
に、やさしさと思いやりの心で接します

医療にかかわるプロとしての自覚と誇りを忘れず人間的成熟を目指し、たゆまぬ
努力を続けます

全ての職種の職員は、それぞれの専門性と役割を果たすと共に互いに連携し合い、
より質の高い医療サービスを提供します

地域との情報交換を密にし、予防と安らぎの場を提供しながら、社会復帰を通し
た生活活動支援に積極的に取り組みます

一、人権の尊厳

一、人間的成熟

一、チーム医療

一、地域社会との連携

病院の理念

病院の基本方針
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